
４月 ＜お父さんDAY＞　2019年4月29日　実施 （　親18名・子18名　参加　）

５月 ＜わいわいトーク＞　　2019年5月15日　実施 （　親24名・子23名　参加　）

6月 ＜わいわいトーク＞　　2019年６月２６日　実施 （　親25名・子25名　参加　）

７月 ＜わいわいトーク＞　　2019年７月３日　実施
（　親12名・子12名　参加　）

甲南子育てひろば　2019年度　活動報告

リピーターの親子を中心に 18組の親子が来室しました。 手遊びやふれあい遊びの他パネルシア

ター などを楽しみました。 父親同士での会話も弾み、互いに子育ての話をするなど交流する姿が

見られました。

ゲストスピーカーのYOU（山内ゆう）さんをお迎えして「子どものヘアカットどうしてる？」開催しま

した。じっとするのが難しい子どもへのカット方法や、悩みに答えるYOUさんのトークに参加された皆

さんは興味津々。ちょとした工夫で子どものカットが楽になるコツやシャンプーの方法など盛りだくさ

んの内容でした。

トーク終了後も多くの親子がひろばに残られ、親子間の交流が盛んに行われました。

今回のわいわいトークは、2019年5月16日の神戸新聞に掲載され、ご好評いただきました。

本学人間科学部総合子ども学科 講師の髙原佳江先生をお迎えして

「もっと絵本を楽しもう」を開催しました。

年齢別の絵本の選び方や楽しみ方など、絵本コミュニケーターとし

てもご活躍の髙原先生だからこそのお話を聞くことができました。

絵本もたくさんご紹介いただき、早速借りて帰られる参加者もい

らっしゃいました。

本学看護リハビリテーション学部・看護学研究科 教授の中村安秀先生をお迎えして「ミッショ

ン母子手帳を使いこなせ」を開催しました。

成長の記録としてはもちろん、読み物としても楽しめる母子手帳の魅力をお話しいただいたり、

世界各国で使われている母子手帳をたくさん見せてくださいました。

途上国の保健医療活動に取り組んで来られた中村先生ですが、「どこに行っても子どもがいちば

ん好き」というあたたかいお人柄にも触れ、勉強になるばかりではなく楽しいひとときを過ごす

ことができました。



７月 ＜わいわいトーク＞　　2019年７月9日　実施
（　親16名・子17名　参加　）

７・８月 ＜テラスで水遊び＞　　2019年７月２２日～８月２３日　実施
（　親164名・子173名　参加　荒天時のぞく24回実施　）

８月 ＜夏祭り＞　　2019年８月２９日～８月３０日　実施
（　親77名・子79名　参加　４回実施　）

9月 ＜わいわいトーク＞　2019年9月9日（月）実施
(　親23名・子23名　参加　）

本学人間科学部総合子ども学科 教授の八木麻理子

先生をお迎えして「こんなときどうする？ママのお

薬 子どもの急病」を開催しました。

「気になっているけれども、こんなこと聞いて良い

のかな…？」と迷うことも、小児科医としての視点

からお答えいただきました。

参加者のみなさんからも手が挙がり、わいわいとお

話しできました♪

絵本コーナー横のテラスで水遊びを実施しました。

広いデッキの上に、黄色のかわいいテント。ビニー

ルプールにカラフルな大小のタライ。

手作りのオモチャがいっぱいの中、思い思いの場所

で、楽しんでいました。

また今年度は、ひろば室内も開放。まだ水遊びがで

きない月齢の方や、水遊びを嫌がる子どもさんにも、

プール後のクールダウンにも・・・。ゆったり遊べ

ると好評でした。

毎年好評の夏祭り。今年は抽選ではなく、回数を増やして2日間、午前、午後と開催しました。

足元が悪い日もありましたが、予想を上回る参加希望者にひろばスタッフも嬉しい驚きです。

ぞうやうさぎのおめん工作、ガチャガチャ（手作りのガーゼハンカチ）、ボーリング、魚つり、

キャラクターすくい、大画面の花火。

浴衣やかわいい甚平姿の参加者もいて、夏祭りに花を添えてくれました。

またそれぞれのコーナーにボランティアの学生さんがいたり、優しいお姉さんともふれあって

親子で楽しく遊べました。

本学 人間科学部生活環境学科 教授の 山本存先生をお迎えし、10号館6階の多目的室にて

「親子で運動遊びを楽しもう」を開催しました。

まだまだ残暑が厳しく外遊びが難しい中、空調の効いた室内で思いっきり体を動かすことができま

した。

輪投げ、プラズマカーなど様々な遊具が用意され、思い思いに楽しんだ後、最後にみんなでパラバ

ルーン（パラシュート型の布）を使って遊びました。

お子さんはもちろん、大人がわくわくするような遊び道具もあり、様々な遊びを経験する機会とな

りました。



10月 ＜わいわいトーク＞　2019年10月30日（水）　31日（木）実施
（30日　親31名・子33名

31日　親54名・子55名参加）

11月 ＜わいわいトーク＞　　2019年11月20日（水）　実施

（　親12名　子12名　参加　）

12月
（　親30名　子19名　参加　）

＜わいわいトーク＞　　2019年12月14日（土）　実施

（　親22名　子14名　参加　）

＜お父さんDAY＞　　2019年12月14日（土）　実施

恒例のハロウィンパーティーを、今年も開催しました。

毎年予約が取れないほどに好評であることから、

今年は、10月30日（水）・31日（木）の2日間で、合計6回に分けた入替制とすることで、

従来より参加しやすい形を実現しました。

連日多くの参加者で賑わい、英語の歌や絵本をみんなで楽しみました。

写真コーナーでは、参加者のみなさん同士で協力して撮影する姿がありました。

いつものひろばを飛び出して、大学構内の裏山にてお散歩と焼き芋を開催しました。

１歳６か月以上のお子さんとその保護者１２組が参加してくださり、本学 人間科学部総合子ども学科

准教授の 梅﨑 高行先生と甲南こども園の先生や子どもたちと一緒に楽しみました。

お散歩でおなかをすかせた後、焼きたてのお芋をいただきました。

本学 人間科学部生活環境学科 教授の 濵口 郁枝先生をお迎えして「おいしく味わうための食生活

について」を開催しました。

“食”に関する疑問への回答や、子どもの成長に役立つヒントを得られる時間となりました。

偏食や食わず嫌いなど“食”についての子育ての悩みは多々ありますが、

何より楽しい食事の雰囲気を作っていくことが大切だと再認識できました。

この日は特別にわいわいトークとお父さんDAYが同時開催で賑やかなひろばとなり

ました。

利用者さんの多くがわいわいトークにも参加されました。

なかには、お子さんとじっくり過ごされる方もあり、絵本を読んだり、

ご家庭にないおもちゃで遊んだり･･･思い思いに過ごされていました。



12月 ＜わいわいトーク＞　2019年12月20日（金）　実施
（　親9名　子9名　参加　）

1月 ＜わいわいトーク＞　　2020年　1月14日（火）実施

（　親12名　子12名　参加  ）

2月 ＜わいわいトーク＞　2020年　2月17日（月）　実施
（ 親18名　子18名　参加 ）

3月 ＜わいわいトーク＞　2020年　3月　5日（木） 成長発達に王道はあるの 中止

＜わいわいトーク＞　2020年　3月11日（水） 防災について考えよう　 中止

2月22日～3月末日　

本学 人間科学部総合子ども学科 教授の 伊藤 篤先生をお迎えして「子育てについてわいわい

話そう」を開催しました。

当日までに付箋を使い”子育てに関するもやもや”を用意した模造紙に貼っていただき、当日参加

者とシェアしました。日常の子育てに関する疑問をみんなで話し合い伊藤先生がアドバイザーとし

て答えてくださいました。また、伊藤先生からは子どもの発達や関わりについてもお話いただき、

参加者の皆さんは熱心に耳を傾けていらっしゃいました。

本学 人間科学部総合子ども学科 教授の 西尾 新先生をお迎えし、

「学びにつながる幼児期の過ごし方 -幼稚園、こども園選びに向けて-」を開催しました。

西尾先生を囲んで、専門家からの視点のみならず、先生ご自身の実体験も含めてお話しいただき、

終始なごやかな雰囲気でした。

西尾先生からは、

”子どもの自主性を尊重し、子どもが選択したことを尊重していくことが大切。

幼少期にのびのびと遊んだ子どもの方が学力の向上が認められる”

など貴重なお話とともに、 あたたかな雰囲気の中で話が進められました。

小さい時から詰め込むよりも、子どもらしい遊びを経験することが大切だという事も伝えてくださいまし

た。

本学人間科学部心理学科教授の卯月研次先生・畠山美穂先生はじめ、心理

臨床センターのみなさんをお迎えして、「子どもの心を育む家族の関わ

り」を開催しました。

先生からは子どもの目線から見えてくる子どもの心の世界を様々な角度か

ら

お話しをいただきました。

その後、お子さんの年齢ごとにグループに分かれ、先生方にお話をきいて

いただいたり、参加者のみなさん同士でお話しされたりと、文字どおり

「わいわい」としたひと時を過ごしました。

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、年度内はすべて閉室しました。

これに伴い、わいわいトーク等の予定していたイベントもすべて中止となりました。


